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１ 学習の到達目標 

 

 工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の各分野

における情報技術の進展への対応や事象の数理処理に必要な資質・能力を次のとおり育成することを

目指す。 

① 工業の各分野における情報技術の進展と情報の意義や役割及び数理処理の理論を理解するとと

もに、関連する技術を身に付けるようにする。 

② 情報化の進展が産業社会に与える影響に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根

拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

③ 工業の各分野において情報技術及び情報手段や数理処理を活用する力の向上を目指して自ら学

び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

２ 学習評価 

次の三つの観点に基づき、各学期ともに定期考査までの学習内容のまとまりごとに、下記の評価項

目により評価をする。学年末において、観点別評価を５段階の評定に総括する。 

 

知識・技能 

・情報技術に関する基礎的な知識と技術を理解しているか。 

・情報技術を活用した情報の収集・処理・活用能力を身に付け

ているか。 

⑷⑸⑹⑺⑻ 

 思考・判断・表現 

・情報技術に関する諸問題の解決を目指して自ら思考を深め、

問題解決方法を適切に判断する能力を身に付けているか。 

・情報技術を活用して情報を処理・表現することができるか。 

⑷⑸⑹⑺⑻ 

 主体的に学習に 

取り組む態度 

・情報技術に関する基礎的な知識と技術に関心をもち、その習

得に向けて意欲的に取り組んでいるか。 

・情報技術を実際に活用しようとする創造的・実践的な態度を

身に付けているか。 

⑴⑵⑶ 

評価方法 主な評価項目 

授業態度等 ⑴真剣な学習態度 ⑵グループ学習への参加 ⑶発表態度や質問の回答 

提出物 ⑷ノート ⑸学習プリント ⑹長期休業中の課題 

テスト ⑺小テスト ⑻定期考査 

  

  

  

  

  

 



３ 学習の計画 

 

学期 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 
評価 

項目 

一 

 

学 

 

期 

１ 産業社会と情報技術 

  情報と豊穣社会、情報シ

ステムとデータの活用、情

報化社会の権利とモラル、

セキュリティ管理 

２ ソフトウェアやサービ

スの利用 

  コンピュータの基本操

作、ソフトウェアの基礎、

アプリケーションソフト

ウェア 

３ プログラミングの基礎 

 プログラム言語、プログラ

ムのつくり方、流れ図とア

ルゴリズム 

・情報技術に関する用語を理解し、情報化社会の利点や問

題点について考察できる。 

 

 

 

 

・OS とハードウェア、アプリケーションソフトウェアの関

係を理解する。 

 

 

 

 

・プログラム言語の種類と特徴を理解する。 

・アルゴリズムを考えて流れ図として表現できる。 

 

二 

 

学 

 

期 

４ Python によるプログラミ

ング 
  Pythonの特徴、基本的なプログ

ラム、選択処理、繰返し処理、デ

ータ構造、関数 

５ Cによるプログラミング 
  C の特徴、四則計算のプログラ

ム、選択処理、繰返し処理、配列、

関数 

６ ディジタル化とハード 

ウェア 
  数値・文字の表し方、論理回路

の基礎、情報のディジタル化、処

理装置の構成と基礎 

７ ネットワーク 
  ネットワークの構成、ネット

ワークの通信技術 

・Pythonの特徴を理解し、簡単なプログラムを作成できる。 

 

 

 

 

・Cの特徴を理解し、簡単なプログラムを作成できる。 

 

 

・２進数・16進数、論理回路、コンピュータの処理装置、

周辺装置の構成や動作について理解する。 

 

 

・LAN、インターネットなどコンピュータネットワークの構

成と通信技術について理解する。 

⑹ 

三 

 

学 

 

期 

８ コンピュータ制御 

  コンピュータ制御の概

要、制御プログラミング、

組込み技術 

９ 情報デザインを活用し

た問題の発見・解決 

  問題の発見・解決、情報

デザイン、プレゼンテーシ

ョンと問題解決の評価 

10 数理処理 

 単位と数理処理、実験と数

理処理、モデル化とシミュ

レーション 

・コンピュータ制御の構成や動作について理解し、制御方

法を説明できる。 

 

 

・マルチメディアの概要やプレゼンテーションの技法につ

いて理解する。 

 

 

 

・いろいろな事象を数式として扱う方法を理解する。 

⑹ 

 

備考 ⑴⑵⑶⑷⑸⑺⑻については、全ての単元において評価項目として用いる。 


